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 今年のカレンダーも残すところあと１枚となります。早いもので明日からは師走です。「師

走」の由来は１２月になるとお坊さんがお経をあげるのに忙しく走り回るから…などの説があ

るようです。教職員もどことなく気ぜわしい時期となりますが、２学期の終わり、また令和５

年の終わりというこの節目の締めくくりをしっかりと行ってまいります。 

１１月中には校内でインフルエンザが流行し、１日の臨時休業（学校閉鎖）を行いました。

その前には学年閉鎖（３年）、学級閉鎖（１学年一クラス）を実施していましたが、感染の広

まりが危惧される状況でしたので学校を閉鎖させていただきました。幸い、その後は小康状態

を保っております。保護者、地域の皆様にはご理解、ご協力をいただきましたこと、感謝申し

上げます。 

 

以前からお知らせしておりましたＡＥＤ（自動体外式除細動器）が１１月２１日に柏陽中学

校正門横に設置されました。さいたま市では平成２３年９月２９日に起きた市内小学校女子児

童の駅伝練習後の死亡事故を受けて「体育活動時等における事故対応テキスト～ASUKA モデ

ル～」を作成しています。この「ASUKA モデル」作成から１０年の節目を迎えたのを機に行

われた「ASUKA モデルフォーラム」の中で、地域内や２４時間使用できるＡＥＤが少ないこ

とが問題提起され、それに呼応する形で株式会社小山本家酒造及び株式会社世界鷹小山家グル

ープから寄贈されました。 

日本では心臓が原因で突然心停止となる人は１年間で 

約８．２万人いるそうです。１日に約２００人、７分に１人が 

心臓突然死で亡くなっている計算になります。突然心臓が停止 

してしまう原因の多くは「心室細動」と呼ばれる重篤な不整脈 

です。この心室細動をそのままにしてしまうと数分で脳をはじ 

めとした全身の細胞が死んでしまいます。心室細動からの救命 

には迅速な心肺蘇生と電気ショック（ＡＥＤの使用）が必要で 

す。令和４年度と統計を見ると、さいたま市では救急車を要請 

してから現場へ到着するまでに約９．６分を要します。いち早 

く救命措置がとれるよう、柏陽中学校にもいつでも取り出せる 

ＡＥＤがあると気に留めていただければと思います。 

本校生徒も毎年、ＡＥＤの使用を含めた心肺蘇生法の実習を行っております。ＡＥＤを使用

する機会など無いに越したことはありませんが、万一に備えた心構えは持っていたいものです。

今回、生命第一の思いからＡＥＤを寄贈していただいた、株式会社小山本家酒造及び株式会社

世界鷹小山家グループの皆様へ感謝しますとともに、学校、地域の安全を守るＡＥＤを大切に

管理してまいります。 

令和５年１１月３０日（木） 

さいたま市立柏陽中学校 

岩槻区大字真福寺４５４ 

電話 048(798)6655 
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校門に向かって右側に設定されています 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


